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Abstract
　This paper is a study of the Nanchi-Yamatoya family and Kuni Sato's family, who influenced the 









































笠井津加佐が，第 2 章・第 3 章を笠井純一が執筆
し，第 4 章は両者で討議を重ね，まとめたもので
ある。
of the Meiji era to the early Shyowa era, and is based on surveys of historical materials and interviews.　
The following inferences is considered from the above mentioned result. Based on this investigation, it can 
be seen that, from the beginning of the Taisho era, the names of jiutamai choreographers did not appear 
in the leaflets of the haru-no-odori of the kagai of Osaka except Nanchi. However, geiko kept training 
jiuta and jiutamai. It was confirmed that jiuta and jiutamai were taught as basic elements of art at the 
Naichi-Yamatoya Geiko Training Center. In addition, Han Takehara, Chiho Hida, and En Kanzaki, make 
the performance of jiutamai spread in Tokyo, and became well-known. Kuni Sato, also went to Tokyo to 
teach jiutamai. In addition, the performances of kamigatamai-taikai was maintained by the relationship of 
Yoshitaro Nanki and Komajiro Sato. In 1937, the name of the jiuta player Kotoji Kikuhara appeared in the 
leaflet of hokuyo-naniwa-odori. It seemed that jiuta has returned to the haru-no-odori performed in kagai. 
Unfortunately, the performance of haru-no-odori was interrupted by the war between Japan and China. 
The following inferences is considered from the above mentioned result. Geiko at Osaka kagais was taking 
various dances with customer's demand and their own quest. They also made an effort for practice of jiuta 
and jiutamai which originated in Osaka. The posture of such geiko projected her sentiment as well as 
dignity as an entertainer.
Keywords
　School of Yamamura,  School of Umemoto,  Kamigatamai-Taikai,  Nanchi-Yamatoya, 
































































































































































































































































































































































































































長唄 清元 常磐津 地唄
① 61 46 30 69 20 17 20 26 ― ― ― ― 15 10 7 11 4 0 107
② 60 47 30 69 20 17 2 26 26 6 ― ― 15 10 7 11 4 0 122










































期に計 3 回開かれた。第 1 回は昭和10年（1935）
3 月10日に『上方』第50号記念として，第 2 回は







































№ 演　　目 流派 演　　　者 地　　　　方
1 地唄 長等の春 　　　菊原社中
2 地唄 雪 山村流 北陽永楽席 富貴千代 菊原初子（三絃）/菊伊都美津江（箏）
3 地唄 淀川 山村流 新町木原席 豆　奴 新町芸妓（唄・三絃）
4 地唄 八島 吉村流 三代家元 吉村雄光 新町連
5 地唄 閨の扇 山村流 故 越路太夫夫人 貴田たま 新町連
6 地唄 口切り 井上流 京都祇園 永田たね 京都祇園連
7 地唄 山姥 山村流 新町木原席 ゆ　う 新町連
8 長唄 関寺小町 　 （大阪北陽） 佐藤くに 杵屋登美/望月太津吉社中（鳴物）
　　　　（休憩）
9 地唄三曲 吾妻獅子 菊原琴治・菊原初子・菊平琴聲・菊原（坂）琴雪・菊伊都美津江
10 地唄 出口柳 山村流 南地伊丹幸 吉　勇 菊原琴治・菊原初子・菊阪琴雪
11 地唄 葵の上 山村流 北陽 神崎恵舞 市村ひろ
12 常磐津 箙源太 井上流 京都祇園 松本さだ （京都祇園連）





№ 演　　目 流派 演　　　者 地　　　　方
1 地唄 梅の宿 　　　菊原社中
2 地唄 名古屋帯 山村流 新町木原席 桃太郎 新町連
3 地唄 菜の葉 山村流 堀江一力 柴中かつ子 菊原初子
4 地唄 三國一 山村流 北陽大西席 小　幸 北陽連
5 地唄 玉川 楳茂都流 南地 里　光 菊原連
6 地唄 世界 吉村流 新町大西席 床喜代 新町連
7 地唄 黒髪 井上流 京祇園 井上はつ子 京祇園連
8 地唄 江戸土産 楳茂都流 新町木原席 作　延 新町連
9 地唄 忘れ唱歌 山村流 北陽 神崎恵舞 北陽連
　　　　（休憩）
10 三曲 松竹梅 菊平琴聲（胡弓）/菊原琴治・菊垣基（三絃）/菊原初子・菊殿琴龍（箏）
11 地唄 茶音頭 山村流 北陽永楽席 富貴千代 菊原連
12 地唄 鐵輪 山村流 新町木原席 豆　奴 新町連
13 地唄 縁の綱 山村流 南地 吉　勇 南地連
14 地唄 玉取海人 井上流 京都 井上愛子 京都祇園













































り，翌日礼金として京都の片山に届けた。 4 月 2
日には菊原琴治を訪ね，礼金50円（別に箏曲音楽























る。地歌・三曲の演奏を含め，第 1 回13組，第 2






























№ 演　　目 流派 演　　　者 地　　　　方
1 三曲 越後獅子 菊原琴治（胡弓）/菊阪琴雪・菊原初子（三絃）/菊美喜千代・菊伊都美津江（箏）
2 （地唄） 茶音頭 山村流 堀江 松右衛門 堀江連
3 （長唄） 手習子 井上流 祇園 玉木里春・梅村てる子（舞妓） ［祇園連］
4 （地唄） こすの戸 山村流 北陽 金五郎 北陽連
5 （地唄） 浮舟 楳茂都流 新町 梅　吾 新町連
6 （地唄） ゆかりの月 山村流 南地 玉　勇 菊原社中
　　　　（休憩）
7 （地唄） 袖香爐 吉村流 新町 床喜代 新町連
8 （長唄） 山づくし 山村流 北陽 富貴千代 北陽連
9 （地唄） 松竹梅 楳茂都流 新町 作　延 新町連（＋楯繁一榮）
10 （地唄） 鐵輪 井上流 祇園 井上久龍 祇園連
11 （長唄） 木賊刈 楳茂都流 家元 楳茂都陸平 杵屋登美社中（長唄）/望月太津吉社中（鳴物）
　第二日
№ 演　　目 流派 演　　　者 地　　　　方
12 地唄 新娘道成寺 菊伊都美津江・菊原初子（三絃）/尾上美代子・永田章子（箏）
13 （地唄） 名古屋帯 山村流 南地 里　繁 美馬社中
14 （上方唄） 明ぼの 井上流 祇園 玉木里春・梅村てる子（舞妓） ［祇園連］
15 　 三つの艶 楳茂都流 京都 高城仲 京都宮川町
16 （地唄） 芦刈 吉村流 南地 秀　勇 美馬社中
17 （上方唄） ぐち 山村流 北陽 神崎恵舞 北陽連
　　　　（休憩）
18 （地唄） 瀧づくし 山村流 北陽 小　幸 北陽連
19 （地唄・箏） 玉川 山村流 新町 豆　奴 新町連（＋楯繁一榮）
20 （地唄・箏） 茶音頭 山村流 南地 は　ん 南地連
21 （地唄・箏） 越後獅子 井上流 祇園 井上屋壽榮 祇園連


















































































































































































































 1） 『浪花踊番付』（復活第 1 回，愛蔵版，北新地演舞
場，1915）の口絵に掲載された「浪花おどり」番







ことも出来る。しかし宇田川は，第 4 回，第 7 ～











































 9） 『朝日新聞』（大阪）明治16年 5 月18日付紙面。






































23） 佐 藤 く に「 曽 根 崎 夜 話（ 二 ）」（『 上 方 』30，
1933）。
24） 注20）に同じ。































36） 「上方舞大会」の記事は，第 1 回が『上方』50, 51, 






























































































北　新　地 新　　　町 南　　　地 堀　　　江
浪  花  踊 浪　花　踊 芦　辺　踊 木　花　踊
明治41 － 1 楳茂都扇性 ③ 24 吉村，山村 ⑥ －
明治42 － 2 楳茂都扇性 ⑦ 25 －
明治43 － 3 楳茂都扇性 ④ 26 －
明治44 － 4 楳茂都扇性 ⑦ 27 －
明治45 － 5 楳茂都扇性 ③ 28 花柳輔次郎，山村若子，たま，はる ⑬ －
大正２ － 6 楳茂都扇性 ① 29 －
大正３ － 7 楳茂都扇性 ① 30 花柳輔次郎，山村若子，はる ⑭ 1
澤田天来（舞楽）， 
西川嘉義 ①
大正４ 1 西川石松，花 8 楳茂都扇性 ② 31 花柳輔次郎，山村若子，はる 2 西川嘉義
大正５ 2 西川石松，花 9 楳茂都扇性 ④ 32 花柳輔次郎，山村若子，はる 3 西川嘉義／服部嘉徳 ⑬
大正６ 3 西川石松，花子 10 楳茂都扇性 ⑦ 33 花柳輔次郎，　山村若，はる －
大正７ 4 西川石松，花子 11 若柳吉蔵 ① 34 花柳寿輔，徳太郎，輔次郎，山村若子，はる子 4 西川嘉義／服部嘉徳 ②③
大正８ 5 西川石松，花子 － 35 花柳寿輔，徳太郎，輔次郎，山村若子， 5 西川嘉義，嘉徳
大正９ 6 西川石松，花子／信松，霞中 － 36 花柳寿輔，徳太郎，輔次郎，山村若子 6 西川嘉儀／嘉徳 ⑬
大正10 7 西川石松，花子／信松，霞中 － 37 花柳寿輔，徳太郎，輔次郎，山村若子 ②③ 7 西川嘉儀
大正11 8 西川石松，花子／信松，霞中 12 若柳吉蔵，吉輔，吉登美② 38 花柳徳太郎，寿輔，輔次郎，山村若子 ⑬ 8 西川嘉幸／嘉徳 ②③
大正12 9 西川石松，花子／信松，霞中 13 若柳吉蔵，吉喜美，坪内士行，［若柳吉輔］ ② 39
花柳輔治郎，　　　　　　　
山村若子 ⑬ 9 西川嘉幸
大正13 10 西川石松，花子／信松，霞中 14 若柳吉蔵，吉喜美 ⑬ 40 山村若子，花柳寿輔 （1） 10 西川嘉幸／嘉徳 ⑫⑬
大正14 11 花柳幾太郎，徳寿郎，　　　西川石松（顧問），花柳寿輔（顧問） 15 若柳吉蔵 ② 41
花柳輔治郎，
山村若子 11 若柳吉登代 ③
大正15 12 花柳芳次郎，三之輔，寿輔／寿栄弥 16 若柳吉蔵 ⑬ 42
花柳寿輔，山村若子，　
楳茂都扇性 ⑧ 12 若柳吉登代 ②③
昭和２ 13 花柳芳次郎，三之輔，寿輔／寿栄弥 17 若柳吉蔵（2） 43 楳茂都扇性，山村若子 ② 13 若柳吉登代 ②③
昭和３ 14 花柳寿輔，芳次郎，三之輔／寿栄弥 18 若柳吉蔵 ③ 44
楳茂都扇性，美彌，陸平，泰永，
山村若子，小若，きく ⑬ 14 若柳吉登代 ②③





昭和５ 16 花柳寿輔，芳次郎，三之輔 20 若柳吉蔵 ⑬ 46 山村若子，藤間章郎 ⑤ 16 若柳吉登代 ③
昭和６ 17 花柳寿輔，芳次郎，三之輔／寿栄弥 21 若柳吉蔵 ⑩⑬ 47 山村若子，きく子，小若 ③ 17 若柳吉登代 ③⑩





昭和８ 19 花柳寿輔，芳次郎，三之輔 23 若柳吉蔵，楳茂都泰永，藤間章郎 ③ 48
若柳吉蔵，山村若子，きく子，
小若 ⑪ 19 若柳吉喜司 ［若柳吉登代］ ⑬









21 若柳吉登代，若柳吉蔵（指導） ［若柳吉喜司］ ⑬















　　① 国立国会図書館所蔵番付。　② 大阪市立中央図書館所蔵番付。　③ 大阪府立中之島図書館所蔵番付。
　　④ 関西大学図書館所蔵番付。　⑤ 北新地「鶴太良」所蔵番付。⑥『演芸画報』明治41年 5 月号。⑦『同』大正10年 2 月号。
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